
 

数年前から、米沢小学校から歩いてすぐの谷津田に絶滅危惧

種の「サシバ」が南方から渡ってきて、巣を作り子育てをして

いるということは、以前大平台だよりでもお伝えしました。 

今年も、サシバはやってきて、新地区だけでなく、武田や毛

成、古原、植房などでも確認されているようです。子どもたち

にこの素晴らしい事実を知らせたい、神崎町の自然について考

える機会をつくりたいと考え、寺田本家さんをとおし、日本自

然環境保護協会さんのご協力のもと、６月９日に「サシバについ

ての学習会…出前授業」を実施しました。 

講師は、岩手大学農学部の東淳樹先生。本校の３・４・５年生２４名と神崎小学校の４

年生２２名が参加しました。神崎町にサシバが確認されたのは、寺田本家さんが、米沢小

学校の北東側、新地区にある耕作放棄地を無農薬で稲作をする水田に生き返らせたことが

発端でした。 

東先生から、「神崎町にサシバが来ているということは、

生態系が整っていて、えさとなるカエルやヘビなどの生き物

が生息している自然豊かな場所

である証拠だ」ということやサ

シバの特徴や雌雄の違い、奄美

大島での調査の様子などを聞

き、驚くことばかり。子どもたちは、自然保護協会から依頼

を受け、神崎町のサシバや様々な生き物を撮影した村西さん

の写真にも興味津々。夜間に設置したビデオカメラにキツネ

が映っていたことにも驚かされました。 

後半は、サシバの巣があ

り、狩りをするという谷津田に出掛けました。私達が谷

津田に降りていくと、軽トラックが１台停まっていまし

た。サシバは、人の気配を感じると逃げていってしまう

ので、「おそらく、サシバはいなくなってしまったかも

しれませんね。」と東先生。案の定、サシバの姿は確認

できませんでしたが、谷津田には、カエルやトンボなど

の生き物が確かにいることが分かり

ました。また、寺田さんの田の隣にあ

る耕作放棄地の中に入っていかれた先生は、「このような場所だと、サ

シバが木の上から獲物の姿を見つけることができないので、できれば、

人の手で田に生き返らせることが、サシバの生息を助けることになる。」

と話されました。さらに、谷津田の脇では、ブルドーザーが山肌を削る

音がしていました。山から土を採取するために木を伐採するとサシバが

巣をつくる場所がなくなってしまうということも教えていただきました。 

 
 

4年の子どもたちが仕込んだ梅  

サシバ 出前授業 

村石さんが撮影した写真 

 子どもたちに話をする東先生 

谷津田の先には耕作放棄地が… 

村石さんの話をきく子どもたち 

GPSを取り付けたサシバ 



東先生のグループは、数日前に、米沢小学区で４羽の雄のサシバを捕獲し、ＧＰＳを取

り付けることに成功したそうです。雛が巣立ちを迎えたら、「神崎のサシバ」は、冬を越

すためにどこへ渡っていくのでしょうか。これからが楽しみです。 

東先生によると、絶滅の危機にあるサシバを守るためには、越冬地、中継地、繁殖地が

連携して保全を進める必要があるそうです。そこで、日本、台湾、フィリピンの３か国が

協力して今まで４回のサミットを行ってきました。今年は、10 月 25 日、26 日に越冬地で

ある奄美大島の宇検村で開催することになっています。奄美の小中学生によるサシバ保全

活動の取組についての報告もあるとのことでした。奄美の子どもたちとも話をしてみたい

ですね。子どもたち一人一人が自然を守ることの大切さを知り、この里山の風景、存在に

誇りをもつことができた素晴らしい授業でした。うれしいことに、米沢小学校と神崎小学

校の子どもたちで４羽のうちの２羽のニックネームを付けさせていただくことになりまし

た。決まりましたらお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

１日 あいさつ運動 

３日 学期末ＰＴＡ集会 授業参観 

   学校保健委員会 引き渡し訓練    

４日 第 2 回校内研究会（特別支援） 

８日 第 1 回６年神崎中体験入学  

10 日 ３年大豆の苗移植（青空畑へ） 

15 日 地区児童会 

   スクールカウンセラー勤務日 

16 日 代表委員会（業間） 

17 日 学校徴収金振込締め切り日 

18 日 1 学期終業式（給食なし） 

     ナイトハイク 

  19 日 夏休み開始（～８月 31 日） 

  21 日 （祝）海の日 

22 日、23 日、24 日 個別面談 

8 月 8 日 香取特別支援教育推進大会 

     （児童発表・講演会） 

9 月 1 日 2 学期始業式 

「読売ＫＯＤＯＭＯ新聞」と「ちゃぐりん」 

７、８月の行事予定 
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ページはこちらか

ら 

郡の久松新聞店さんのご厚意で、毎週木曜日に「読売ＫＯＤＯＭＯ

新聞」が学校に届きます。楽しみにしている子がいて、新聞が届く木

曜日の朝は、教室に入る前に、ホワイトホールにある新聞コーナーに

釘付けです。 

ＪＡ（農業協同組合）さんからは、「ちゃぐりん」という雑誌を寄

贈していただいています。ホワイトホールが、子どもたちの好奇心を

引き出す場、読むことを楽しいと思える場所になるとうれしいです。 

４年 梅仕込み  １年 落花生の種まき 

６年 西の城貝塚 中の城跡 古墳 見学 ３年スーパーマーケット 町役場 見学 

５年 学校田 草抜き 中干し 

２年 まち探検 

新聞コーナー 

６月もふるさと、神崎を学ぶ学習をたくさん行いました！！ 


